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10月12日未明から東北地方を横断した、
台風19号の影響により甚大な被害をもた
らしました。
組合員の被害の状況として、自宅の浸

水・機械庫が倒壊するなど建物の被害や、
今秋に播種した牧草種子の流出、また土砂
崩れ等により集乳ルートが塞がれ生乳廃棄
が余儀なくされる被害が発生しました。
生乳の廃棄については、本所・登米事業

所管内は16日に全て解消されましたが、
仙南支所管内の丸森町筆甫地区では丸森町
役場から筆甫地区へと繋がる道路が崩壊し
５名の組合員の生乳廃棄が続きました。
そのため、丸森町役場に視察で訪れた伊東農林水産副大臣に伊藤組合長が飼料の空輸等の要請

を行いました。同席した秋葉衆議院議員、東北農政局長、宮城県農政部等の関係機関にも被害の
深刻さを伝え、道路の早期復旧を強く要請して参りました。その後、道路の仮復旧が施され、20
日には３名の集乳が再開され、11月２日には残る２名の集乳が再開されたことにより、生乳廃棄
は解消されましたが、通常ルートは未だ通行ができず、福島県を経由しての集乳が続いております。
改めて被災された方々にお見舞い申し上げます。

台風19号による被害について 総 務 課
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消費税増税に伴い軽減税率制度が導入され、一部で標準税率と軽減税率が混在することとなり、
10月分の乳代精算時から乳代精算方法及び乳代精算書様式が変更となります。

軽減税率制度導入に伴う生乳代金精算方法及び乳代精算書様式の変更について 販 売 課

乳代金及び乳成分金額は、
軽減税率８％となります。

10月以降の控除返戻・奨励金
等になります。

補助金・加工原料乳経営安定積立
金等の支払いが対象となります。

飲食料品等が軽減税率対象となり
ます。

手数料等については、 標準
税率（10％）です。

控除項目については、 標準税率（10％）
と軽減税率（８％）を区分されます。

東北生乳販連では基礎乳代金より全国連手数料を天引き方式で行ってきましたが、今次の消費税法の
改正に伴い、10 月分から基礎乳代金で天引きせずに、個人の乳代精算時に全国連手数料を控除する形
に変更になります。
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10月２日（水）、３日（木）の２日間に渡り、全国酪農業協同組合連合会　丹戸　靖氏を講師に迎え、『酪
農経営と消費税の軽減税率制度』の講習会を開催しました。
軽減税率制度が10月から導入されたことに伴い、農業関連に於いての紛らわしい税率や今後の資金繰

り、記帳上の注意点、適格請求書（インボイス）等の説明を受けました。
当日は農繁期の忙しい時期にもかかわらず、27名が参加され決算処理の際の注意点等を熱心に質問さ

れておりました。
なお、講習会の資料が必要な方がおりましたら、各所指導係までご連絡下さい。

酪農講習会の開催 指 導 課

今年度の草地簡易更新事業は、９月の作業開始時は順調でしたが、10月に入ると天候不順が続き
予定通り作業が進まず、更には台風や大雨による影響から、作業が大幅に遅れました。
最終的には８名（本所管内５名、仙南管内２名、登米管内１名）で総面積約12.5haの実績となり、

無事終了することができました。
事業推進にあたり参加者・関係者の皆様にご協力をいただきまして、ありがとうございました。

令和元年度 草地簡易更新事業 購 買 課
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令和元年度の婦人部研修旅行は、９月10日～ 11日で新潟県村上市を
主に日本海側での開催となりました。
一日目は、新潟水族館でのイルカショーの見学をし、ダイナミック

な動きとスタッフの分かりやすい解説でイルカについて楽しく知るこ
とが出来ました。
また、宿泊先では、夕映えカクテルで夕日の沈む時間に乾杯をする

イベントに参加し、日本海に沈む夕日・夕映えの美しさとスケール感を
楽しみました。
二日目は、新潟県村上市の散策を行いました。重要文化財である中

級武士住宅【若林家】と【おしゃぎり（山車）会館】、JR東日本のCMで吉
永小百合さんが出演した千年鮭のお店を見学しました。また、全量新
潟県産米を使用した酒の展示場等の見学等、城下町としての村上市を
堪能出来ました。
２日間の短い時間ではありましたが、参加部員相互の親睦は深まり、

また、次回への研修旅行を楽しみに自宅への帰路に就きました。

令和元年度 婦人部研修旅行の開催 指 導 課

９月25日（水）美里町のみやぎ総合家畜市場にお
いて、（一社）宮城県畜産協会主催、令和元年度宮城
県総合畜産共進会　乳用牛の部が開催されました。
総頭数37頭が出品され第１区から第10区に区

分し審査が行われました。当組合からも乳用性に
優れた牛が多数出品されました。入賞者は以下の
とおりです。

令和元年度 宮城県総合畜産共進会開催される 指 導 課

区　分 名　　　　号 市町村 出　品　者

名 誉 賞 第３区 エイトロール　ＭＣ　セルリアン 大崎市 八巻　　誠

最 優 秀 賞

第１区 ＫＨ　グレイブ　ミツクス 丸森町 半沢　健一

第２区 リトルアイランド　テイシー　モントレー 蔵王町 小島　一也

第３区
エイトロール　ＭＣ　セルリアン 大崎市 八巻　　誠

アイスヴィレツジ　クラツシユ　ラングサイン 栗原市 ㈲小山牧場

第４区 アイスヴィレツジ　クラツシユ　エクストリーム 栗原市 ㈲小山牧場

第７区
エイトロール　クラツシユ　ドーラン 大崎市 八巻　　誠

スイートフアーム　JK　イバンカ 登米市 鈴木　貴博
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９月３日（火）に畜産クラスター事業で整備された畜舎等施設の視察研修会を開催しました。
蔵王町の（一財）蔵王酪農センター内にある【蔵王デーリィパイオニアセンター】を訪問し、大和牧場

長から省力化を図れる搾乳ロボットなど牛群管理システムについて学びました。次に白石市にある
【（株）エムエスファーム】の視察を行い、社長の佐藤工季氏から、規模拡大の取り組み状況などの説明
を受け、質問するなど活発な意見交換がなされました。
視察を通して今後の酪農経営を考える良い機会となりました。

９月７日（土）に、（有）小山牧場の店舗「あいすむら」敷地内において、支部合併後、初の栗原支部と
青年部、婦人部の部員が一同に会して、親睦と融和を目的とした交流会を開催しました。
今回で19回目となる交流会は、総勢59名が参加し、豪華景品の大抽選会やBBQ、また今回は青年部

によるイワナの掴み取りを行いました。
農繁期の忙しい中での開催ではございましたが、楽しい一日を過ごすとともに組合員の親睦をさら

に深められ盛会裡に終了しました。

仙台支部視察研修会の開催 指 導 課

令和元年栗原合同交流会の開催 指 導 課
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宮城県牛乳普及協会

10月19日（土）、20日（日）にセキスイハイムスーパーアリーナ（グランディ 21）にて“子育て応援団す
こやか2019”が開催されました。土曜日は生憎の雨により客足が少なかったのですが、日曜日は晴天に
恵まれ２日間で約１万９千人の来場者で賑わいました。
今イベントは子育てを行う親御さんや、小さいお子さんをメインとしたものとなっており、牛乳を試

飲していただくだけではなく、牛の乳搾り体験コーナー、バター作り体験コーナーと、食育を通して、牛
乳・乳製品のことをもっと知っていただこうと様々なコーナーを展開しました。また、動物ふれあいコー
ナーを設け、小動物触れ合い体験、ポニー乗馬体験も実施いたしました。
イベントを通して、牛乳・乳製品を摂ることの大切さや、牛から搾られた乳を使ってバターなどの乳製品

ができるということを知っていただくいい機会になりました。

子育て応援団すこやか２０１９に出展!!

牛乳・乳製品利用料理コンクール宮城県大会 宮城県牛乳普及協会

10月23日（水）エル・パーク仙台において、家庭で手軽に作れる牛乳・乳製品を使ったオリジナルレシ
ピを募集し、牛乳・乳製品に関心を持っていただき、料理に幅広く使用していただくことを目的で牛乳・
乳製品利用料理コンクールを開催し、今年で40回目を迎えました。
今年は例年をはるかに上回る応募者数491名の中から、書類審査を通過した10名の方に実際に調理し

ていただき、牛乳・乳製品の活用法、普及性、アイディア、味で審査を行い、最優秀賞には岩動美智子さん
（主婦）の「懐石風じゃがいも団子のナッツあんかけ」、優秀賞には最上抄織さん（主婦）の「あん肝みたいな
チーズ軍艦」が選ばれました。
岩動さんと、最上さんには、11月９日（土）に宮城調理製菓専門学校で開催される東北大会に出場して

いただきます。
今回出場された方のレシピや大会の様子は、当協会ホームページに掲載しておりますのでぜひご覧下さい。
ＵＲＬ　http://miyagi-milch.jp/
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飼 料情勢

北米コンテナ情勢
2020年１月から燃料である重油に含まれる硫黄の排出規制強化が始まるため、対策のための費用

として各船会社は10月から新たなチャージを導入する予定でしたが、どの程度コストが上昇するか
はっきりせず、一部の船会社では、導入を11月以降に延期しています。
また、米中貿易摩擦が緩和の兆しを見せ始め、その中で中国がアルファルファにかけていた追加関

税が一定期間免除されることとなり、今後の需要増から北米発の船が混雑することが懸念され、東京
港では既に慢性的なコンテナヤードの混雑が続いており、年末にかけてこれから各地でも混雑が予想
されます。

輸入粗飼料
❶アルファルファ

（A）ワシントン産
　主産地のコロンビアベースンでの収穫は終了しています。断続的な降雨により、４番刈全体で約
60％が雨あたり被害を受けているとの推察もあり、上級品の発生は限定的です。
　現地では中東からの需要が非常に強く、加えてまだ大きな動きには至っていませんが、米中におけ
るアルファルファの追加関税免除により、サプライヤーの一部が中国向け原料草の確保に動いており、
今後の産地相場を押上げる要因として懸念されます。

（B）オレゴン産
　南部クラマスフォールズの３番刈は霧の影響で約半数がブリーチの入ったスタックとなり、品質は
概ね例年並みのようです。現在では４番刈が終了しており、雨あたりの発生は約25％で、上級品が多
く発生しましたが、米国内での需要が強く、現地では高値で取引されています。
　中部クリスマスバレーでは、３番刈が終了していますが、局地的な降雨と積雪、刈遅れにより良品は
限定的で、上級品は現地需要の強さから高値で取引されています。

❷チモシー
（A）ＵＳ産
　１番刈の上位グレードはほぼ完売の模様です。現在は２番刈が終了し、作付面積は前年比で微増し
たものの、多くで早刈が実施され、単収は昨年を下回っています。また、収穫時期に殆どの圃場で雨
あたりが発生し、上位グレードの供給は非常に限定的で、馬向けの需要との競合から、プレミアム品
は高値で取引されています。

（B）カナダ産
　産地であるアルバータ州では、南部の１番刈は天候に恵まれ80％程度が上位グレードになっています。
中部では、天候不順の影響で中～低級品が多数のようです。北部でも収穫時の天候が不安定で、良品が少
ない状況となっているようです。
　また、現在進行中の２番刈では中～南部にかけて二度の降雪に見舞われ、上級品の発生は限定的になる
見込みです。

❸豪州産オーツヘイ
　新穀の収穫作業はどの産地も終盤を迎えています。西部では７～９月の降水量が例年以下で収穫量
は平均の半分程度になりそうです。南部は５％程度の減、東部はほぼ例年並みの見込みです。品質に
関しては収穫時に好天が続き、上級品が多く発生しているようです。旧穀在庫が底を尽く状況で、新
穀の生産量が予想より少なくなりそうな中、中国の需要増と、豪州国内の堅調な需要により相場は強
含みで推移しそうです。

　以上のような状況の中、安定供給に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

購 買 課
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指 導 課牛群検定〜牛群検定のチョットいい話〜

牛群検定では、群及び個体毎の詳
細なデ－タが得られ、①牛乳の乳質
管理･②牛の健康管理･③繁殖管理･④
牛群の改良･⑤経営のさらなる改善
等、様々なことに役立てられていま
す。牛群検定実施農家が検定成績を
活用し、改善に取り組むと、検定実
施牛と未実施牛では１頭あたり年間
乳量で約2,200㎏もの差が出ると推
定されています（右表）。

さて、牛群検定を実施すると牛群に直接関係するデータ以外にも、たくさんの情報がタイムリーに
得られることは知っていましたか？
今回は、それらの情報の１つ『牛群検定通信』についてご紹介します。
『牛群検定通信』は牛群検定成績表
の１つのコーナーにもなっています。
右の表に過去１年間のタイトルを抜
き出してみました。検定データの見
方やその時期に合った乳牛の飼養管
理のポイント、酪農の基本技術等が
毎月紹介され、内容も簡潔に分かり
やすく記載されています。
上述しました乳量の差は、牛群検定

実施農家がデータだけではなく、この
ような様々な情報を取り入れ、毎日コ
ツコツと管理技術を磨いてきたこと
も理由の１つではないでしょうか。
なお、『牛群検定通信』のバックナン

バーやその他の技術指導資料、全国
の取組事例は一般社団法人家畜改良事業団のホームページで閲覧することができます。
まだ、牛群検定を実施していない方も遅くはありません。牛群検定を実施し、牛群全体や各個体の

成績向上、経営の改善に取り組んでみませんか。
〔宮城県畜産試験場酪農肉牛部乳牛チーム　熊谷〕

牛群検定には 6 ヶ月間無料で体験できるお試し検定事業があります。
牛群検定を始めてみようかな、と思われた方は下記までご相談下さい。

・宮城県ホルスタイン協会　〔（一社）宮城県畜産協会内〕　　　　　　℡：022-298-9750
・県南乳用牛群改良組合　〔（一社）宮城県畜産協会仙南事業所内〕　℡：0224-52-2523
・県北乳用牛群改良組合　〔（一社）宮城県畜産協会中央事業所内〕　℡：0229-34-3304

【過去1年間の『牛群検定通信』のタイトル】
19年10月･飼料の切り替え
　　･･９月･乳量計(ミルクメーター )を洗浄しよう
　　･･８月･本当に暑い毎日ですね
　　･･７月･｢新｣周産期病の予兆は牛群検定から素早くキャッチ!
　　･･６月･検定成績表が西暦表示となります
　　･･５月･サシバエの駆除
　　･･４月･新年度スタート!牛群検定解説資料の紹介
　　･･３月･肥ってる?痩せている?観察してみましょう
　　･･２月･乳量は伸びていますか?チェックしてみよう!
　　･･１月･研修会を開催します
18年12月･ライナースリップとドロップレッツ現象
　　･11月･各種リーフレット等を無料配布しています
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販 売 課

220,000
生産量（kg）

210,000

200,000

190,000

180,000

170,000
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

189,741189,741
188,825188,825

185,421185,421187,135187,135
186,145186,145

181,875181,875

176,490176,490

170,540170,540

174,771174,771

178,893178,893

176,135176,135 176,552176,552
175,452175,452 175,036175,036

178,171178,171

182,156182,156

185,858185,858

175,862175,862

25年度（平均日量）

26年度（平均日量）

27年度（平均日量）

28年度（平均日量）

30年度（平均日量）

R1年度（平均日量）

29年度（平均日量）

令和元年度生乳生産実績（４月～９月 標準進度率50.00％）
（単位：㎏、％）

みやぎの酪農乳量（平均日量）

令和元年度  生乳生産実績

宮城県
　４月～９月の受託乳量は54,251㌧、前年同期比96.2％と3.8％の減少となっております。また、
９月の出荷戸数は457戸と前年より28戸減少しております。

みやぎの（バルク乳量）
　４月～９月の受託乳量は32,842㌧、前年同期比98.4％と1.6％減少しております。また、９月の出荷戸
数は264戸と前年より11戸減少しております。

令和元年度 宮城県生乳受託販売実績
（単位：㌧、％）

団体名
月 ４月 前年比 ５月 前年比 ６月 前年比 ７月 前年比 ８月 前年比 ９月 前年比 ４～９月計 前年比

みやぎの酪農 5,600 98.1 5,762 99.0 5,445 98.7 5,470 99.4 5,225 94.9 5,241 99.8 32,743 98.3

全農宮城 1,354 91.6 1,396 91.2 1,322 91.9 1,312 91.9 1,238 88.9 1,211 90.8 7,833 91.1

宮城酪農 2,362 94.0 2,424 94.0 2,282 94.4 2,271 94.9 2,154 92.2 2,182 95.9 13,675 94.2

宮 城 県 9,316 96.1 9,582 96.5 9,049 96.6 9,053 97.1 8,617 93.3 8,634 97.5 54,251 96.2

支 部 名 戸数 バルク乳量 前年同期乳量 前年同期比 生乳出荷目標数量 進度率

白石･・･七ヶ宿支部 27･ 4,587,467.8･ 4,588,383.6･ 100.23･ 9,050,709.0 50.69･

蔵 王 支 部 25･ 4,092,693.7･ 4,275,888.3･ 96.39･ 8,411,847.0 48.65･

柴 田 支 部 15･ 2,092,714.5･ 2,103,750.4･ 99.33･ 4,146,530.0 50.47･

伊 具 支 部 18･ 2,572,030.6･ 2,625,427.2･ 96.53･ 5,225,801.0 49.22･

仙 台 支 部 12･ 1,866,562.6･ 1,920,509.1･ 97.95･ 3,695,691.0 50.51･

名 取 支 部 6･ 504,869.0･ 476,372.0･ 103.67･ 966,360.0 52.24･

黒 川 支 部 7･ 608,445.0･ 592,445.0･ 105.33･ 1,105,962.0 55.02･

大 崎 支 部 18･ 1,692,288.0･ 1,763,230.0･ 96.05･ 3,473,912.0 48.71･

遠 田 支 部 16･ 3,239,869.0･ 3,158,950.0･ 102.99･ 6,150,849.0 52.67･

加 美 支 部 16･ 1,238,187.0･ 1,366,612.0･ 89.62･ 2,649,223.0 46.74･

鳴 子 支 部 11･ 1,048,315.0･ 1,071,974.0･ 96.88･ 2,194,130.0 47.78･

栗 原 支 部 33･ 2,999,599.0･ 3,102,035.0･ 96.73･ 6,159,141.0 48.70･

登 米 支 部 27･ 3,666,612.0･ 3,560,614.0･ 103.32･ 7,079,035.0 51.80･

志 津 川 支 部 9･ 568,822.0･ 681,127.0･ 84.78･ 1,267,900.0 44.86･

本 吉 支 部 6･ 332,993.0･ 418,071.0･ 80.11･ 769,924.0 43.25･

石 巻 支 部 6･ 492,638.0･ 511,169.0･ 95.06･ 990,103.0 49.76･

豊 里 支 部 12･ 1,237,750.0･ 1,173,633.0･ 103.92･ 2,423,883.0 51.06･

みやぎの酪農 264･ 32,841,856.2 33,390,190.6 98.36･ 65,761,000.0 49.94･

※出荷戸数については、直近の数字です。
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理 事会通信 総 務 課

【第６回理事会】
開 催 日･ 令和元年９月27日
付議事項･ 第１号議案･ 総務委員会に対する諮問について
　　　　･ 第２号議案･ 業務委員会に対する諮問について
　　　　･ 第３号議案･ 役員研修の実施について
　　　　･ 第４号議案･ 役員候補者推薦実施規則の一部変更について

【第７回理事会】
開 催 日･ 令和元年10月31日
付議事項･ 第１号議案･ 令和元年度上半期決算について
　　　　･ 第２号議案･ 台風15号災害義援金の支出について
　　　　･ 第３号議案･ 台風19号災害支援対策について

酪農動向調査について 指 導 課

組 合 名

令和元年８月１日 平成30年８月１日 比 　 較 　 増 　 減

出荷
戸数

飼養
頭数

経産牛 未経産牛
18ヶ月
以上

18ヶ月
未満
育成牛

出荷
戸数

飼養
頭数

経産牛 未経産牛
18ヶ月
以上

18ヶ月
未満
育成牛

出荷
戸数

飼養
頭数

経産牛 未経産牛
18ヶ月
以上

18ヶ月
未満
育成牛搾乳 乾乳 搾乳 乾乳 搾乳 乾乳

みやぎの酪農
本 所 119 4,223 2,706 445 405 667 123 4,190 2,705 451 339 695 -4 33 1 -6 66 -28

みやぎの酪農
仙 南 支 所 103 5,508 3,014 456 643 1,395 108 5,613 3,133 435 613 1,432 -5 -105 -119 21 30 -37

みやぎの酪農
登 米 事 業 所 41 1,402 941 165 101 195 45 1,415 969 168 74 204 -4 -13 -28 -3 27 -9

みやぎの酪農（計） 263 11,133 6,661 1,066 1,149 2,257 276 11,218 6,807 1,054 1,026 2,331 -13 -85 -146 12 123 -74

全農宮城県本部 72 2,674 1,653 229 352 440 79 2,760 1,811 255 329 365 -7 -86 -158 -26 23 75

宮 城 酪 農 122 4,673 2,843 453 484 893 132 4,877 3,016 533 411 917 -10 -204 -173 -80 73 -24

合 計 457 18,480 11,157 1,748 1,985 3,590 487 18,855 11,634 1,842 1,766 3,613 -30 -375 -477 -94 219 -23

（単位：戸・頭）

令和元年８月１日現在の宮城県酪農動向調査結果をご報告します。
当組合においては生乳出荷戸数263戸、乳牛飼養頭数は11,133頭、１戸当たりの平均飼養頭数は

42.3頭となっております。
１年前と比較すると、生乳出荷戸数で13戸が減少しておりますが、１戸当たりの平均飼養頭数は約

２頭増（平成30年８月１日　40.6頭）となっております。
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発 行

遠田郡美里町北浦字道祖神前16

みやぎの酪農農業協同組合
TEL．（0229）34-2311（代表）

［ 編 集 後 記 ］

　この度の台風19号により被災された皆様、また未だ復興半ばで不自由
な生活を送られている方々につきましては、心よりお見舞い申し上げます。
今回の台風は数十年に一度の大型な台風ではありましたが、同じような災
害がいつ起きてもおかしくない状況になっております。このような事態に
備え、非常用持ち出し袋・避難所等の再確認をしましょう。

機 械 名　　フォーレージ・ハーベスター
　　　　　　（直装式）
メーカー　　フェラボリー
型　　式　　930型
価　　格　　30万円（税込み）
備　　考　　平成27年にグリスアップ済み。
　　　　　　替刃（ナイフ）４枚付けます。

指 導 課売りたし、買いたし

人事のお知らせ

区　　分 氏　　名 新　　　職 旧　　　職 発　令　日

有期職員 村上　絵美 労働契約満了
退職

仙南支所
総務係兼業務係 令和元年９月30日

【機　械】

組合員資格に変動が生じた場合は、定款の定めるところにより、書面で組合にお届けいただ
くことになっています。組合員資格に変動があった場合はお手数ですが、最寄りの支所、事業
所等へお申し出いただきますようお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※組合員資格の変動は、組合員資格を喪失した場合や、お名前、ご住所の変更等のほか、正組合
　員から准組合員に、または准組合員から正組合員に資格が変動した場合等が該当します。

組合員資格の確認について（お願い） 総 務 課


